
ここでは， 世帯の認定， 保護基部の具体的内容， 収入の認定の仕方と，

れらを使っての要否判定のための具体的な最低生活費の計算の仕方などにつ

いて， できるだけ詳しく説明いたしましょう。

世帯認定の仕方

こ

既に述べたように 最低生活費の計算は， すべて世帯を単位として行われ

るということが原則であるということです。 このことについては， 生活保護

法で保護は， 世帯を単位としてその要否及び程度を定める（法第10条）と規

定しています。 これを世帯単位の原則と呼んでいます。 このように， 保護が

世帯を単位として行われるのは， 生活が通常， 世帯を単位として営まれてい

るからです。 では， 生活保護でいう世帯とは， いったいどのようなものなの

かを次に述べてみましょう。 ここでいう世帯とは， 原則として同一の住居に

居住し， 生計を一にしているものの集まりであるということです。 すなわち，

同じ住居に住み， 生計を一つにしている場合には， それが親族ばかりでなく

他人が入っていてもそれらの者すべてを一つの単位として， いわゆる同一世

帯としてとらえるということです。 したがって， 保護の要否や程度は，

同一世帯を単位として決められます。

しかしながら，

も，

性があり， いずれ自宅に帰る場合には，

その

出稼者や入院者のように， 実際には別に住んでいる場合で

その出稼ぎや入院が一時的なものであって， 経済的には他の家族と一体

これらの者も同 一世帯として取り扱

うことになっています。

以上が， 世帯についての基本的考え方ですが， 次のような場合には， 例外

的な取扱いが認められています。

この取扱いは， 世帯分離と呼ばれるものです。 前に述べたような見方をす

れば， 当然， 同 一世帯として取り扱われるものを特定の者だけを別に生活

しているものとみなして別枇帯の取扱いとするものです。

世帯分離が認められる主な場合を例記してみましょう。 ただし， 下記の取

扱いを行う場合はいろいろな前提条件がありますから， 注意を要します。

(1) 稼働能力がありながら働く努力をしないものがいるとき……その者を

切り離して他の家族だけを保護することがあります。
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